
著
者
（
本
誌
、
昭
和
十
四
年
、
弟
十
四
巻
、
二
五
八
買
）
は
、
木
嶋
脂
肪
酸
中
に
H
O
比
C
・
（
C
H
帖
）
軍
C
O
誌
な
る
二
壇
基
故
 
 

が
存
在
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
其
の
嘗
験
の
概
忍
を
報
告
す
る
研
が
あ
つ
に
。
 
 
 

其
の
後
の
研
究
賛
助
に
よ
り
、
H
O
岨
C
人
C
H
岨
）
↑
∞
・
C
O
態
な
る
二
撼
基
酸
も
亦
布
衣
す
る
こ
と
を
砕
認
す
る
に
至
っ
た
。
其
 
 

の
賛
助
に
閲
し
次
に
報
告
す
る
。
 
 
 

原
料
本
壁
 
前
出
の
報
菅
に
記
載
せ
る
も
の
と
同
じ
合
祀
の
製
品
で
あ
つ
で
次
の
性
質
を
有
す
る
生
観
で
あ
る
。
 
 

試
料
木
蝋
の
特
数
 
 

比
嘉
（
d
－
腑
。
）
 
 
 

翻
鮎
（
持
氏
、
度
）
 
 
 

酸
憤
 
 
 

鹸
化
償
 
 

高
松
高
等
商
染
墜
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

木
蝋
脂
肪
酸
中
の
二
歴
基
酸
 
 

〇
・
八
東
六
九
 
 
 

約
川
八
・
草
－
囚
九
・
五
 
 

二
G
・
五
 
 
 

二
〇
八
・
五
 
 
 

椎
 
 
名
 
 
 

三
六
八
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ニ
適
塾
酸
の
分
散
 
前
出
報
告
の
方
放
で
分
縄
せ
る
粗
壁
逼
塞
酸
を
エ
チ
ル
。
エ
ス
テ
ル
化
し
て
、
軸
鮎
 
竺
・
八
－
峯
三
 
 

度
 
の
結
晶
を
得
た
。
原
料
の
木
場
脂
肪
酸
め
メ
チ
ル
‥
エ
ス
テ
ル
 
r
喝
よ
ゎ
′
 
二
∵
g
 
の
収
量
で
あ
る
。
 
 

此
の
結
晶
は
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
滞
結
晶
を
行
ひ
、
融
鮎
約
数
九
度
の
給
血
を
得
、
其
の
母
液
よ
b
は
融
鮎
約
囚
九
度
 
の
 
 
 

エ
チ
ル
。
エ
ス
テ
ル
の
結
晶
を
回
収
し
た
。
其
の
収
量
大
夫
・
一
三
g
、
一
五
g
 
で
あ
る
。
 
 

翻
鮎
酌
五
九
魔
 
の
結
晶
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
の
揮
管
掌
ぎ
盛
返
し
、
融
鮎
 
六
〇
・
二
1
六
？
八
度
 
の
結
晶
を
 
 

得
に
。
之
が
即
前
出
報
告
に
記
載
の
 
H
O
旭
C
人
C
H
旭
ノ
皆
・
C
O
誌
 
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
で
あ
る
。
 
 
 

捌
鮎
約
 
四
九
度
 
附
近
の
結
砧
は
、
渾
結
晶
を
更
に
繰
返
し
て
、
純
粋
物
髪
串
離
せ
ん
と
試
み
た
る
も
、
融
鮎
の
変
化
殆
ん
ど
 
 

無
く
、
展
賓
蒸
溜
に
よ
る
精
製
亦
効
少
く
、
可
二
旦
遊
鞘
脂
肪
酸
と
し
、
酪
酸
マ
グ
、
ネ
シ
ウ
ム
に
よ
る
分
別
沈
澱
淡
等
を
試
み
た
る
 
 

沃
素
債
（
ウ
イ
イ
ス
氏
）
 
 
 

ヘ
ー
ナ
一
倍
 
 

不
鹸
化
物
（
勿
）
 
 

木
蝋
脂
肪
酸
の
特
数
 
 
 

翻
鮎
（
撞
氏
、
度
）
 
 

中
和
倍
 
 

沃
素
偵
（
ウ
イ
イ
ス
氏
）
 
 

永
嶋
脂
肪
酸
甲
の
二
頗
基
酸
 
 

叫
二
・
五
 
 
 

九
四
・
七
四
 
 
 

〇
・
六
〇
 
 

五
五
1
瓦
六
 
 
 

二
酬
四
。
二
 
 
 

心
三
・
，
 
 

三
六
九
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も
、
結
局
効
果
が
な
か
っ
た
。
勧
鮎
に
殆
ん
と
欒
化
が
な
く
、
純
粋
に
近
い
物
質
の
様
に
も
見
え
る
が
、
熔
融
敢
態
よ
り
放
冷
凝
固
 
 

せ
し
ひ
る
に
、
H
O
柏
C
・
（
C
胃
岨
）
望
・
C
O
旭
H
の
エ
チ
ル
一
エ
ス
テ
ル
の
場
合
と
興
り
、
給
血
す
る
こ
と
が
な
く
餅
奴
と
な
る
を
以
 
 

て
ヽ
不
純
な
る
を
想
は
せ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
C
H
引
出
讐
C
O
柏
H
及
び
ス
テ
ア
リ
ン
酸
C
｝
可
H
∽
C
・
C
O
随
H
の
暑
 
 

等
量
混
合
物
よ
り
両
者
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
 

る
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
融
鮎
約
 
州
九
皮
 
附
近
の
エ
チ
ル
・
て
 
 

ス
チ
ル
も
亦
、
い
H
①
柏
C
・
（
C
貴
巴
↑
0
0
・
C
O
旭
H
 
及
び
既
に
其
の
布
衣
を
決
定
せ
る
 
H
O
比
C
・
（
C
嵩
柏
）
望
・
C
①
地
雷
 
の
エ
チ
ル
‘
 
 

エ
ス
テ
ル
の
暑
等
量
混
合
物
で
あ
つ
て
、
雨
着
の
分
離
極
め
て
困
難
な
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
 
 
 

木
壁
脂
肪
酸
申
の
軍
？
ゐ
・
（
の
車
訂
）
－
0
0
・
の
0
覧
 
軸
鮎
約
 
囲
九
虔
 
附
近
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
に
就
き
、
摺
結
晶
に
よ
り
 
 

得
た
る
融
鮎
 
川
九
・
二
1
囲
九
・
亙
度
 
の
も
の
は
、
H
O
柏
C
・
（
C
㌘
）
｝
の
・
C
O
覧
 
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
合
成
品
（
著
者
、
 
 

本
誌
、
昭
和
十
三
年
、
第
十
ニ
ー
巻
、
七
三
買
）
 
と
の
混
融
試
験
が
、
勧
鮎
降
下
を
示
し
、
四
一
・
六
1
些
一
・
〇
度
 
を
示
す
に
よ
 
 

り
、
ノ
・
H
O
ほ
C
・
（
C
｝
訂
）
ト
⑦
・
C
O
覧
′
 
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
≠
ル
計
成
分
と
せ
ぎ
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
 
 
 

又
軸
鮎
 
囲
九
・
二
1
掴
九
・
五
度
 
の
試
料
は
合
成
に
よ
る
 
H
O
匝
C
・
（
C
H
巴
ト
0
0
・
C
O
覧
 
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
 
（
融
鮎
 
 

五
四
・
六
1
五
川
・
八
鹿
、
前
出
）
と
の
混
捌
試
験
が
、
五
〇
・
二
－
五
〇
・
八
鹿
 
の
翻
鮎
を
示
し
、
H
O
柏
C
・
（
C
H
迅
）
望
・
C
O
帖
H
 
 

の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
（
融
鮎
…
大
二
・
〔
T
⊥
ハ
∵
二
度
、
本
誌
、
昭
和
十
四
年
、
第
十
四
巻
、
二
六
〇
買
）
と
の
混
融
試
験
が
、
 
 

皐
車
⊥
空
ハ
度
（
梢
不
鮮
明
）
な
る
勧
鮎
を
示
し
た
の
で
ぁ
つ
て
、
H
O
帖
C
・
（
C
H
匝
）
↑
0
0
・
C
O
誌
及
び
H
〇
随
C
・
（
C
欝
）
望
・
C
O
⊥
誌
 
 

の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
を
成
分
と
す
る
や
否
や
、
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。
 
 
 

高
鱒
高
等
商
麺
盛
校
紀
元
ニ
千
大
官
年
記
念
論
文
集
 
 

≡
七
〇
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次
に
右
試
料
に
つ
き
、
其
の
鹸
化
慣
を
測
定
せ
る
に
、
二
七
〇
・
六
 
と
な
り
、
之
よ
り
二
糖
蓋
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
と
し
 
 

て
求
め
た
る
分
子
畳
は
 
品
川
「
三
・
八
 
と
字
サ
∴
屏
C
も
嵩
・
（
C
昌
帖
）
｝
り
・
C
O
帖
C
‰
訂
 
よ
り
の
計
御
仏
、
即
鹸
化
昭
 
二
七
 
 

∵
川
、
分
子
最
 
川
叫
二
・
六
川
 
に
近
い
。
 
 
 

次
表
の
元
素
分
析
ぬ
果
よ
り
見
る
も
 
］
㌘
C
も
帖
C
・
（
C
H
柏
）
H
¢
・
C
O
帖
C
態
い
 
な
る
糾
成
に
近
い
じ
 
 

H
（
誉
 
 
 

C
ハ
翌
 
 

H
も
（
m
阻
）
 
 

C
①
帖
（
m
g
）
 
 

試
射
（
m
g
）
 
 

捌
・
些
二
粛
 
 

二
・
川
六
 
 
 

七
二
・
七
六
 
 

＝
∴
乱
川
五
 
 

四
∴
ニ
≡
○
 
 

両
ニ
。
五
五
五
 
 

二
・
五
山
 
 
 

七
二
・
七
囚
 
 

九
・
二
叫
○
 
 

三
・
・
初
茸
五
 
 

H
・
m
C
悼
0
1
や
C
ノ
・
（
C
H
沌
）
｝
①
・
C
0
1
8
C
的
H
川
 
よ
り
の
計
算
値
 
 

c
（
甘
）
 
七
二
1
七
六
H
（
思
）
 
二
二
七
三
 
 
 

な
ほ
他
の
試
料
と
し
で
棚
鮎
 
凶
八
・
二
－
囲
八
・
六
度
 
堅
不
す
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
に
つ
き
鹸
化
慣
を
測
定
せ
る
に
、
二
ヒ
 
 

≡
。
三
 
と
な
り
、
之
よ
り
計
算
せ
る
分
子
澄
は
、
明
一
〇
・
六
 
と
な
る
、
。
 
 
 

然
る
に
同
族
列
脂
肪
酸
に
於
て
は
、
北
へ
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
あ
別
封
は
、
上
級
の
も
の
桔
高
く
、
分
子
式
に
於
け
る
果
素
数
檜
 
 

加
と
比
ハ
に
高
く
な
り
、
、
遊
雛
脂
肪
酸
の
場
合
と
異
な
り
、
奇
数
異
境
の
も
の
と
矩
も
、
果
菜
数
仙
つ
少
き
偶
数
次
表
の
も
の
よ
り
低
 
 

く
な
る
こ
と
が
な
い
。
故
に
 
H
O
帖
C
・
（
C
H
帖
）
｝
¢
・
C
O
柏
H
 
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
醐
鮎
は
、
著
者
の
合
成
せ
る
 
H
萬
柏
○
帖
 
 

木
地
脂
肪
酸
中
の
二
牌
基
酸
 
 

三
七
山
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C
・
（
C
正
博
〕
↑
0
0
・
C
O
悼
C
軋
訂
 
の
 
互
助
・
六
1
五
川
∵
八
鹿
 
及
び
 
H
ひ
C
も
陀
C
・
（
C
H
旭
）
笠
・
C
O
蛤
C
‰
訂
の
 
六
∵
0
1
六
 
 

丁
二
度
 
の
中
閥
、
約
五
人
度
 
遊
に
位
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
C
F
已
i
t
 
及
び
 
H
a
u
s
琵
 
（
H
賢
・
C
F
i
m
・
A
c
t
a
∵
蔓
ぷ
∵
康
 
 

宏
○
）
 
に
よ
れ
ば
 
五
七
度
 
と
な
つ
て
ゐ
る
。
此
の
翻
鮎
に
比
較
し
て
、
木
蝋
脂
肪
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
が
示
す
 
囲
九
・
 
 

二
1
四
九
・
五
度
 
な
る
融
鮎
は
 
H
引
C
悼
0
1
〕
C
・
（
C
H
帖
）
ト
ミ
C
O
持
C
㍑
H
ひ
l
 
の
も
の
と
し
て
は
、
多
少
不
純
な
る
に
せ
よ
飴
り
に
 
 

低
過
ぎ
る
も
の
で
あ
・
つ
て
、
著
者
は
資
ろ
 
H
O
柏
C
・
（
C
H
旭
）
ト
0
0
・
C
O
旭
H
 
及
び
 
H
O
比
C
・
（
C
H
悼
）
望
・
C
O
随
H
 
の
エ
チ
ル
・
 
 

エ
ス
テ
ル
の
混
合
物
翻
鮎
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
融
鮎
 
九
九
・
二
1
五
九
・
五
度
 
を
示
す
木
場
脂
肪
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
が
、
右
の
如
き
二
つ
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
 
 

混
合
物
汀
ア
ワ
と
す
れ
ば
、
此
の
も
の
は
、
測
定
に
よ
り
求
め
た
る
鹸
化
慣
 
囲
一
三
・
八
 
よ
り
計
節
す
る
に
、
H
O
・
C
も
帖
C
・
茶
口
 
 

巴
↑
∞
・
C
O
旭
C
悼
H
い
 
四
六
〆
、
臼
m
C
旭
○
柏
C
・
（
C
H
蛤
）
窒
・
C
O
帖
C
蛤
H
∽
 
五
闘
〆
 
よ
り
成
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
之
等
二
枚
の
合
 
 

成
エ
．
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
昇
等
鬼
混
捌
試
験
は
、
川
八
・
八
1
川
九
・
二
度
 
の
融
鮎
を
示
し
、
更
に
之
と
 
囲
九
・
二
Ⅰ
囲
九
・
五
 
 

度
 
の
融
鮎
を
示
す
木
蝋
脂
肪
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
と
の
混
融
試
験
を
行
へ
る
に
、
融
鮎
降
下
を
示
さ
ぬ
。
 
 

以
上
の
驚
験
結
果
よ
り
、
木
蝋
脂
肪
酸
中
に
は
 
H
O
帖
C
・
（
C
H
持
）
｝
0
0
・
C
O
帖
H
 
な
る
二
糖
基
駿
も
亦
存
在
す
る
と
い
ふ
べ
き
で
 
 
 

あ
る
。
 
 
 

絶
括
．
本
誌
、
昭
和
十
四
年
、
第
十
川
巻
、
二
五
八
買
に
て
報
脅
せ
る
、
粗
製
木
岐
二
璃
基
駿
を
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
化
し
、
既
 
 

に
組
成
を
決
定
せ
る
H
O
匝
C
・
（
C
H
柏
）
筈
・
C
O
旭
H
な
る
二
増
基
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
刀
の
雛
晶
を
分
離
し
、
其
の
母
液
よ
り
吏
 
 
 

高
松
高
等
商
業
畢
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

一
二
七
二
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に
 
約
 
四
九
度
 
の
融
鮎
を
示
す
木
蝋
脂
肪
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
結
晶
を
回
収
し
、
此
の
も
の
は
 
H
O
柏
C
・
（
C
H
旭
）
】
．
0
0
・
 
 

C
O
態
 
及
び
 
出
○
旭
C
・
（
C
㌘
）
望
・
C
O
誌
 
な
る
二
つ
の
二
樽
基
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
よ
b
成
る
も
の
と
し
に
。
 
 
 

而
し
て
木
蝋
脂
肪
酸
中
の
二
縛
基
肝
と
し
て
は
、
主
と
し
で
 
H
O
柏
C
・
（
C
H
蛤
）
箋
・
C
O
蛤
H
 
が
存
在
し
 
H
O
柏
C
・
（
C
H
旭
）
－
0
0
 
 

・
C
p
冠
＝
も
亦
存
在
す
る
も
の
と
し
た
。
 
 
 

な
ほ
詳
し
く
は
、
エ
葉
枕
塾
稚
誌
、
昭
和
十
瓦
年
、
第
四
十
三
編
、
閤
仙
川
買
 
に
頚
表
し
て
あ
る
。
 
 
 

附
記
（
本
誌
、
唱
和
十
三
年
、
第
十
三
巷
、
七
一
貫
参
照
）
エ
ペ
ル
ハ
ル
ト
氏
に
よ
り
初
め
て
蟹
表
さ
れ
た
、
木
蝋
脂
肪
酸
申
の
 
 

二
塩
基
酸
は
、
血
山
七
立
野
 
の
翻
鮎
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
之
に
勤
し
、
ガ
イ
テ
ル
及
び
フ
ア
ン
・
デ
ル
・
ワ
ン
†
両
氏
は
、
口
 
 

本
酸
な
る
名
柄
を
興
へ
、
出
○
柏
C
・
（
C
㌘
）
筈
・
C
O
包
囲
な
る
枕
挙
式
を
輿
へ
㌔
 
 
 

此
の
日
本
酸
を
著
者
の
合
成
せ
る
、
融
鮎
一
二
六
・
九
－
山
二
七
・
】
虔
 
の
 
H
O
悼
C
。
（
C
H
悼
）
琶
・
C
O
態
 
と
比
較
す
る
 
 

に
、
融
鮎
に
大
差
が
あ
り
、
二
王
・
先
度
 
な
る
融
鋸
は
、
右
の
組
成
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
飴
り
に
低
過
ぎ
る
も
の
と
認
 
 

め
ら
れ
る
。
 
 
 

シ
ヤ
ァ
几
及
び
タ
ス
シ
リ
ー
桐
氏
、
其
の
他
ル
チ
カ
、
ス
ト
ル
及
び
シ
ン
ツ
氏
等
は
、
日
本
酸
は
 
H
O
蛤
C
・
（
C
H
悼
）
】
り
・
C
O
態
 
 

な
る
細
成
を
有
す
る
も
の
と
し
た
が
、
其
の
試
料
は
同
じ
く
融
鮎
川
 
山
八
七
－
二
七
・
五
度
 
の
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
之
が
木
 
 

場
よ
り
得
仁
脂
肪
酸
の
中
、
翻
鮎
の
最
も
高
い
も
の
で
あ
つ
で
、
夫
以
上
の
高
翻
鮎
の
も
の
は
分
離
し
て
居
ら
ぬ
。
経
つ
で
著
者
の
 
 

分
解
せ
る
、
融
融
川
二
号
七
1
叫
二
六
・
≡
磨
 
の
も
の
も
亦
右
諸
氏
の
分
析
試
料
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
筈
で
あ
り
、
翻
断
 
 

木
城
脂
肪
酸
中
の
二
開
基
酸
 
 

三
七
三
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くノ  

高
松
高
埠
商
業
撃
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

三
七
四
 
 

エ
」
七
度
 
の
も
Ⅵ
は
、
H
O
持
C
・
（
C
H
柏
）
H
り
・
C
O
帖
H
に
 

及
び
 
H
O
蛤
C
・
（
C
H
㍑
）
雲
・
C
O
竃
の
混
合
物
ヤ
っ
や
や
と
考
へ
う
れ
る
の
で
あ
告
叉
之
等
二
種
の
も
の
を
認
等
温
混
和
す
 
 

る
時
は
、
融
新
 
二
七
度
に
近
㌢
も
の
が
得
ら
れ
る
。
ガ
ィ
テ
ル
及
び
フ
ブ
ン
∴
プ
ル
・
ワ
ン
ト
両
氏
の
円
木
酸
も
、
其
の
棚
 
 

卸
よ
り
見
る
時
は
蓋
ろ
右
二
種
の
も
の
～
混
合
物
と
見
徹
し
度
も
の
で
あ
云
∴
 
同
氏
等
に
よ
る
円
本
酸
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
融
 
 

鮎
 
草
二
度
 
も
合
成
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
 
H
い
C
も
柏
C
・
（
C
貴
帖
）
沌
〇
・
C
0
1
↓
C
H
〇
l
 
の
 
六
∵
0
1
宍
二
・
二
度
∵
∴
卜
埴
校
し
 
 

て
甚
だ
低
い
。
 
 
 

ル
チ
カ
、
ス
ト
ル
及
び
シ
シ
ツ
三
氏
は
、
日
本
酸
の
柳
城
決
軍
に
苦
り
．
、
混
翻
試
験
も
行
ひ
、
試
料
が
十
分
純
粋
に
こ
あ
ら
ざ
れ
ば
 
 

融
鮎
降
下
が
明
瞭
な
ら
ざ
る
こ
と
を
指
摘
し
で
ゐ
る
が
、
其
の
試
利
と
せ
る
日
本
酸
は
、
融
鮎
 
二
五
度
 
の
も
の
で
あ
つ
た
。
 
 
 

な
ほ
二
蛮
基
扱
の
精
製
に
於
て
は
、
遊
離
酸
を
磨
逃
す
る
よ
力
も
、
其
の
エ
ス
テ
ル
と
し
て
魔
埋
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
同
族
 
 

列
二
摘
皿
基
酸
に
於
て
は
、
其
の
エ
ス
テ
ル
聞
の
捌
鮎
の
差
は
、
遊
離
酸
間
の
翻
鮎
の
差
よ
り
も
大
で
あ
つ
で
、
精
製
に
便
利
が
あ
 
 

る
。
例
へ
ば
H
O
柏
C
・
（
C
H
悼
）
筈
・
C
O
M
包
及
び
H
O
帖
C
・
茶
昔
岨
）
｝
0
0
・
C
O
誌
 
に
於
て
は
、
融
鋸
が
大
夫
 
旬
二
六
・
九
－
叫
二
 
 

七
・
仙
度
、
二
山
五
・
七
－
∴
二
五
・
九
度
 
で
ぁ
つ
て
、
共
の
嘉
一
・
二
度
 
で
あ
る
が
犬
等
の
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
の
翻
鮎
は
 
 

大
夫
 
六
∵
C
－
大
二
・
二
度
、
五
四
・
不
」
五
囲
・
八
鹿
で
あ
つ
て
、
其
の
差
 
六
・
川
渡
 
で
あ
る
。
 
 
 

同
族
列
脂
肪
酸
に
於
て
は
、
其
の
エ
ス
テ
ル
の
融
鮎
は
、
上
級
の
も
の
梓
高
く
、
遊
離
脂
肪
酸
の
場
合
と
異
な
り
、
奇
数
果
菜
の
も
 
 

の
と
椰
も
、
翼
悉
警
つ
少
き
偶
数
淡
窮
の
も
の
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
な
い
。
胃
○
帖
C
∴
C
H
旭
）
】
¢
・
C
O
態
の
細
部
は
H
O
蛤
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C
・
（
C
欝
）
】
㌍
・
C
O
誌
■
の
醐
鮎
よ
り
も
低
く
、
時
と
し
て
 
H
O
帖
C
・
（
C
H
旭
）
望
・
C
O
覧
及
び
H
O
も
・
（
C
H
柏
）
】
0
0
・
C
O
覧
 
 

の
混
合
物
の
捌
酎
と
し
て
見
倣
さ
れ
る
快
が
あ
る
が
、
著
し
エ
ス
テ
ル
を
取
扱
ふ
な
ら
ば
、
此
の
悦
は
な
い
諜
で
あ
る
。
 
 
 

叉
薄
紙
品
等
に
於
で
も
、
エ
ス
テ
ル
は
遊
離
酸
よ
り
も
大
き
く
且
発
し
く
結
晶
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
精
袈
に
便
利
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
日
本
よ
り
輸
出
せ
ら
れ
る
木
蝋
は
、
凡
て
開
場
で
あ
ら
、
生
囁
を
日
光
漂
白
せ
る
も
の
で
あ
る
。
経
つ
で
洪
白
申
に
生
じ
た
 
 

恨
化
恨
を
含
ひ
も
の
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
外
囲
に
於
け
る
研
究
は
晒
槻
を
試
料
と
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
る
酸
化
酵
を
含
 
 

む
も
の
か
ら
、
純
粋
な
る
二
燕
基
醍
を
分
離
接
収
す
る
こ
と
に
、
固
難
あ
る
こ
と
は
、
辻
本
氏
の
指
摘
し
に
所
で
あ
る
。
 
 
 

木
場
脂
肪
酸
（
混
合
）
の
メ
チ
ル
。
エ
ス
≠
ル
眉
墨
蒸
溜
に
於
て
、
生
蝋
よ
り
の
エ
ス
テ
ル
は
、
其
の
大
部
分
が
扇
…
〓
描
辟
で
溜
 
 

糾
す
る
に
反
し
、
晒
嘲
よ
ー
り
の
エ
ス
テ
ル
は
∵
沸
鮎
が
絶
え
ず
徐
々
に
上
昇
す
る
。
叉
二
撼
基
酸
の
エ
ス
テ
ル
に
富
む
其
の
尿
賽
葵
 
 

瑠
璃
濾
ば
、
晒
蝋
の
も
の
の
方
が
甚
し
く
粘
着
姓
を
右
守
る
。
而
し
て
此
の
晒
蠣
脂
肪
酸
の
メ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
蒸
溜
増
淀
は
、
之
 
 

を
翰
化
し
て
違
和
酸
と
し
、
更
に
ポ
油
エ
ー
テ
ル
を
以
て
鹿
理
し
て
、
粗
製
二
項
基
痕
を
得
、
再
び
エ
ス
テ
ル
化
し
て
其
の
庸
源
を
 
 

．
、
 
 

得
る
に
、
や
は
り
粘
着
性
を
有
し
、
叉
溶
媒
よ
り
の
結
晶
粒
小
さ
く
し
で
、
其
の
精
製
に
不
便
が
あ
り
、
更
に
尿
量
蒸
溜
す
る
に
あ
 
 

ら
ざ
れ
ば
、
生
焼
よ
b
の
二
壊
基
舵
の
エ
ス
テ
ル
の
如
き
実
し
き
結
晶
が
得
難
い
こ
と
は
、
著
者
の
辟
扮
す
る
所
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
辻
本
氏
は
木
触
二
撒
基
酸
の
相
成
決
定
に
常
り
、
軸
劉
一
二
二
－
∴
二
ニ
∵
五
度
 
の
二
摘
去
酵
を
木
喰
よ
り
分
離
し
た
。
 
 

而
し
て
其
の
元
素
分
析
結
果
よ
り
い
へ
ば
、
H
O
沌
C
・
（
C
H
旭
）
望
・
C
O
覧
 
に
近
い
が
、
測
定
の
回
数
多
か
り
し
中
和
償
及
び
鹸
 
 

化
倍
よ
り
見
て
、
H
O
帖
C
・
（
C
H
柏
）
1
8
↑
・
■
C
O
柏
H
な
る
細
成
を
有
す
る
も
の
と
し
た
っ
 
 

木
城
脂
肪
酸
中
の
二
鞠
基
酸
 
 

≡
七
五
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高
埜
偽
碍
商
業
拳
校
紀
元
二
千
六
官
牢
記
念
論
文
集
 
 

三
七
六
 
 
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ン
ト
レ
ー
ガ
ー
及
び
（
レ
両
氏
は
、
丹
念
な
る
尿
量
蒸
溜
に
よ
り
、
途
に
 
叫
二
七
・
五
度
 
の
翻
鮎
を
有
す
る
二
 
 

捜
基
股
を
緒
た
。
二
撼
基
線
と
し
て
は
荒
し
純
粋
な
る
も
の
藍
坤
離
せ
る
も
の
と
侶
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
 
H
O
虻
C
・
（
C
 
 

H
柑
）
㌍
・
C
O
帖
H
 
と
譜
表
せ
る
こ
と
を
惜
し
む
の
で
あ
る
。
 
 
 

奇
数
炭
素
の
脂
肪
俊
が
、
天
然
油
脂
の
成
分
と
な
つ
で
ゐ
る
こ
と
は
、
非
常
に
梯
で
あ
り
、
所
謂
日
本
酸
な
る
も
の
が
、
奇
数
稟
 
 

議
の
細
成
を
有
す
る
も
の
と
し
で
教
表
さ
れ
で
ゐ
る
二
と
は
、
寧
ろ
奇
異
と
す
べ
き
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
。
 
 
 

既
に
述
べ
に
様
に
木
蝋
二
壇
基
駿
の
組
成
決
定
に
関
し
て
は
、
数
種
の
研
究
蔑
表
が
あ
つ
た
が
、
未
だ
決
定
的
の
も
の
と
は
倍
ぜ
 
 

ら
れ
な
か
つ
た
。
未
だ
け
に
其
の
決
定
に
は
甚
だ
大
な
る
困
難
が
預
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
木
蝋
脂
肪
酸
中
に
存
鹿
す
る
と
 
 

考
へ
ら
れ
る
二
酒
基
舵
の
合
成
経
験
に
も
亦
努
力
し
に
が
、
之
が
木
場
二
埴
基
酸
の
組
成
決
定
に
非
常
に
役
立
つ
朗
が
あ
つ
た
。
 
 

（
了
）
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